
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例 

 

 

○ 学校では９月、１０月、１１月と３回に渡

り「さわやかコミュニケーションチャレンジ

週間」を行い、大きな成果を上げま 

 した。一度お子さんから活動内容や 

様子をお聞きになってみてください。 

 

 

○ 地域の中で子どもたちがお世話になって

います。是非、挨拶やお声掛けなどをお願い

します。 

○ 町探検を始めとして、校外活動も 

 行います。声をお掛けください。 

＜１・２年生では＞ 

○身近にいる人に温かい心で接し、親切にする。 
○動植物をかわいがり、世話をする。 

＜３・４年生では＞ 

○自然の美しさを愛し、動植物の世話を続ける。 
○相手のことを思いやり、親切にする。 

＜５・６年生では＞ 

○自然と人との調和に心掛け、命あるものを大切にする。 

○働くことの意義を知り、進んでみんなのために仕事をする。 

 

  

 

昨年に続き、愛知教育大学

の殿木道子先生から「お互い

を大切にするコミュニケーシ

ョン」という演題でお話をし

ていただきました。 

 ９月１２日、「ぼく

とわたしの爽やかコ

ミュニケーション

Part3」というテーマ

で学校保健委員会を

実施しました。事前

のアンケートの結果

発表や講演会が行わ

れました。 

《参加後の保護者の感想》 

「挨拶は相手の存在を認め、名

前を呼ぶことは魂を呼ぶこと

だというのは心に響きまし

た。」 

「子どもの気持ちを引き出す

には、周りの空気の温度を上げ

るのが良いのだと思いまし

た。」 

豊かな心と確かな判断力、共により良く生きようとする考えをもち、 

たくましく生きる子 

  

  

 

道徳教育総合推進サイト｢モラルＢＯＸ｣には、「愛知102２校の取組」など、学校の道徳教育

推進や家庭・地域・学校の連携に役立つ情報が満載です。 クリック 

学校保健委員会 


